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Abstract
Ceratothoa oxyrrhynchaena Koelbel, 1878 is a 

buccal cavity parasite of marine fishes. An ovigerous 
female and an adult male of the species were collected 
from a frozen-thawed yellowback sea-bream, Dentex 
hypselosomus Bleeker, 1854, purchased in the fresh 
fish section of a local supermarket in Asahikawa, 
Hokkaido, northern Japan. The female and the male 
are briefly described. The infected yellowback sea-
bream was commercially caught off Yamaguchi 
Prefecture, western Japan, and then transported frozen 
to Asahikawa. The present collection of C. oxyrrhyn-
chaena represents its first record from fishes sold in 
Japanese local supermarkets.

はじめに
ウオノエ科等脚類は，主に海水魚の体表や鰭，

口腔などに寄生する．今のところ，わが国の海水

魚から 36名義種が報告されている．このうち，

32種は山内（2016）によって列挙されており，

近年 4種［Mothocya collettei Bruce, 1986；トビウ

オノコバン Nerocila trichiura (Miers, 1877)；フグ

ノクチヤドリ Cinusa nippon Nagasawa, 2021；オオ

ウオノエ Elthusa splendida (Sadowsky and Moreira, 

1981)］が新たに報告された（Nagasawa, 2017, 

2021; Nagasawa and Isozaki, 2019; Kawanishi and 

Ohashi, 2020）．ウオノエ科等脚類は体サイズが比

較的大きく，成体雌はふつうソラマメ大で，肉眼

でその存在を容易に認めることができる．このた

め，研究機関や保健所などには，一般消費者から

市販海水魚に見られたウオノエ科等脚類に関する

問い合わせや苦情が寄せられるという（市原，

1983，1989；東京都市場衛生検査所，1990；影井，

2000；横山ら，2019）．

ただ，このような状況があるにもかかわらず，

魚屋やスーパーマーケットで購入した魚類から見

出されたウオノエ科等脚類が学術論文として報告

されたことは少なく，報告例は僅か 4例，2種に

留まる．それらは，広島・愛知・富山 3県で市販

マダイ Pagrus major (Temminck and Schlegel, 1843)

から報告されたタイノエ Ceratothoa verrucosa 

(Schioedte and Meinert, 1883)（長澤，2019；長澤ら，

2020a；長澤・山田，2022）と静岡県で市販サヨ

リ Hyporhamphus sajori (Temminck and Schlegel, 

1846)から報告されたサヨリヤドリムシMothocya 

sajori Bruce, 1986である（長澤・田和，2020）．

本論文の第二筆者（佐々木）は，旭川医科大

学において人体寄生虫や野生生物の寄生虫に関す

る分類・生態学的研究を行っている．2020年12月，

旭川市内のスーパーマーケットでキダイ Dentex 

hypselosomus Bleeker, 1854を購入したところ，口

腔に宿る甲殻類（Fig. 1A）を認めたため，標本

として採取した．この標本はその後，本論文の第

一筆者（長澤）によって，ウオノエ科等脚類のソ

コウオノエ Ceratothoa oxyrrhynchaena Koelbel, 1878
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に同定された．

上記のように，市販されている魚類から見出

されたウオノエ科等脚類に関する知見は限られて

おり，今回採取された標本は市販魚から初記録の

ソコウオノエとなる．また，今回の発見は，水産

食品の異物に関する情報として，食品衛生学的に

重要である．本論文では，採取したソコウオノエ

標本の形態を簡単に報告するとともに，旭川市内

で販売されていたキダイの由来についても考察す

る．また，北海道におけるウオノエ科等脚類に関

する研究が乏しい現状に鑑みて，今後の研究に資

するため，過去に報告された種と文献を示す．

材料と方法
口腔にソコウオノエが寄生していたキダイは，

第二筆者が 2020年 12月 30日に旭川市内にある

スーパーマーケットの鮮魚部門で購入した．この

日，プラスチックトレイにラップ包装された状態

で多数のキダイが販売されており，1トレイに収

容された 2尾のうち 1尾の口腔に甲殻類の寄生を

認めたため，この 2尾を購入した．トレイに付さ

れていた商品ラベルには，魚種名と原産地が「レ

ンコダイ，山口県」と表示されていた．「レンコ

ダイ」はキダイの俗称である．キダイを購入後，

自宅にて甲殻類の寄生状態を観察・写真撮影する

とともに，被寄生魚の全長（TL, cm）を測定した．

そして，甲殻類を口腔から摘出して写真撮影した

後，70%エタノール液で固定・保存した．後日，

静岡市にある水族寄生虫研究室において，第一筆

者がこの標本の形態を実体顕微鏡（Olympus 

SZX10）を用いて観察し，ソコウオノエに同定し

た．現在，この標本は，日本産ウオノエ科等脚類

Fig. 1. Ceratothoa oxyrrhynchaena, ovigerous female (39.0 mm long) and adult male (18.9 mm long), found in the buccal cavity of a 
yellowback sea-bream, Dentex hypselosomus (18.0 cm in total length), purchased in the fresh fish section of a local supermarket in 
Asahikawa, Hokkaido, northern Japan. Frozen-thawed (A–C) and ethanol-preserved (D–F) specimens. A, female in the buccal cavity of 
fish. Note that a male was not seen because it was located posterior to the female; B and C, habitus of female (left) and male (right), dorsal 
and ventral views, respectively; D, cephalon and pereonite 1 of female, dorsal view. Note acute anterolateral projections (arrowheads) 
of pereonite 1; E, pereonite 7, pleon, and pleotelson of female, dorsal view; F, pereopod 7 of female, ventral view. Note a large carina 
(arrowhead) on the base of pereopod 7. Scale bars: A–C, 10 mm; D–F, 3 mm.
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の分類学的研究のために，第一筆者のもとにあり，

研究終了後に茨城県つくば市にある国立科学博物

館筑波研究施設の甲殻類コレクションに収蔵する

予定である．本論文で述べる魚類の学名と和名は

中坊（2013），ソコウオノエの形態を記述する際

の用語は下村・布村（2010）に従う． 

結　果
購入したキダイ 2尾のうち，1尾（18.0 cm TL）

の口腔にソコウオノエ 2個体が寄生していた．そ

れらは一対の雌雄成体で，口腔部を前面から見る

と，成体雌が頭部を前方に向け，腹部を宿主の舌

に接していた（Fig. 1A）．成体雄は成体雌の後方

に位置していた． 

ソコウオノエの雌（Fig. 1B–F）は抱卵個体で，

体長（頭部前端から腹尾節後端）39.0 mm，最大

体幅 16.1 mm．体長は最大体幅の 2.42倍．体は

長卵形で，第 5胸節で最大体幅を示す．胸部背面

が隆起して体高がある．頭部はほぼ三角形．眼は

比較的大きく明瞭．第 1胸節前隅部は前方に突出

し，先端は眼付近に位置する．第 1–4胸節は後方

3胸節より長い．第 7胸脚基節は著しく拡張する．

各腹節はほぼ同長，第 4腹節が最も幅広い．第

1–4腹節後縁は前方に少し湾曲するが，第 5腹節

後縁はほぼ直線状．腹尾節は半月形，側縁は緩く

円弧をなして後端に向かう．尾肢内肢は外肢より

少し長い． 

ソコウオノエの雄（Fig. 1B, C）は，体長 18.9 

mm，最大体幅 7.1 mm．体長は最大体幅の 2.66倍．

体はほぼ長方形で，体高は低い．頭部は半円形で，

眼は明瞭．第 1–5胸節は後方 2胸節より長い．各

腹節はほぼ同長・同幅．腹尾節は半月形．

ソコウオノエの体色は，雌雄ともに，解凍標

本では薄灰白色（Fig. 1C, D），エタノール液中で

黄土色（Fig. 1E, F）．

考　察
わが国では， Yamauchi (2009)によってソコウオ

ノエの成体雌が詳細に再記載された．その後，本

論文の第一筆者と共同研究者によって，成体雌と

成体雄の形態学的特徴が報告された（長澤，

2020；Nagasawa and Kodama, 2020； 長 澤 ら，

2020b，2022；長澤・岡田，2022；長澤・飯田，

2022）．また，布村・下村（2021）によって纏め

られたソコウオノエの形態に関する情報も有用で

ある．今回，旭川市内で購入したキダイから採取

した甲殻類標本は，上記著者らによって報告され

たソコウオノエの形態にほぼ一致したため，この

種に同定した．本種の成体雌は，頑丈な体をもち

（Fig. 1B, C），第 1胸節前隅部が前方に突出し（Fig. 

1D），第 7胸脚基部に大きな拡張部を有する（Fig. 

1F）ことが大きな特徴である（Yamauchi, 2009; 

Martin et al., 2013）．

ソコウオノエの既知宿主として，次の 3目 6  

科 7種が知られている［文献は長澤（2020）を参

照］：アカムツ Doederleinia berycoides (Hilgendorf, 

1879)（スズキ目ホタルジャコ科），キダイ（スズ

キ目タイ科），キビレアカレンコ Dentex abei 

Iwatsuki, Akazaki and Taniguchi, 2007（スズキ目タ

イ科），カゴカマス Rexea prometheoides (Bleeker, 

1856)（スズキ目クロタチカマス科），アラ Niphon 

spinosus Cuvier, 1828（スズキ目ハタ科），ニギス

Glossanodon semifasciatus (Kishinouye, 1904)（ニギ

ス目ニギス科），アオメエソ Chlorophthalmus 

albatrossis Jordan and Starks, 1904［ヒメ目アオメ

エソ科：長澤（2020），長澤・岡田（2022），長澤・

飯田（2022）ではエソ科と誤記］．これら魚種の

うち，アカムツとキダイからソコウオノエの採取

記録が多い（長澤，2020）．このため，今回ソコ

ウオノエが寄生していた魚種がキダイであったこ

とは極めて妥当である．なお，キダイはわが国の

太平洋側では青森県から九州南岸，日本海側では

福島県から九州南岸，東シナ海大陸棚から縁辺域

に分布し（中坊，2013），北海道周辺域には生息

しない．

被寄生キダイが包装されていたトレイの商品

ラベルには，原産地が「山口県」と表示されてい

た．山口県に近い島根県沖のキダイにソコウオノ

エに似たウオノエ科等脚類の 1種が寄生すること

は以前から知られ（岡本，2011），近年の知見に

よれば（山内・柏尾，2018；Nagasawa, 2020），

それはソコウオノエである可能性が高い．また，
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山口県沖に近い長崎県沖のキダイには実際にソコ

ウオノエが寄生する（山内・柏尾，2018；

Nagasawa, 2020）．さらに，山口県と島根県沖で

はアカムツにもソコウオノエが寄生する（岡本，

2011；山内・柏尾，2018）．これらの知見に基づ

けば，旭川市内で販売されていたキダイは，山口

県沖でもソコウオノエの寄生を受けており，漁獲

後，口腔にソコウオノエを含んだまま冷凍されて

北海道に運ばれ，旭川市内のスーパーマーケット

の店頭に並べられたと考えるのが妥当であろう．

関連して，本論文の第二筆者がキダイを購入

した日は年末の 12月 30日である．第二筆者の経

験では，旭川市内のスーパーマーケットでキダイ

（商品名「レンコダイ」）が販売されることは通常

なく，大変珍しかったため，店頭で魚体を観察し

て，ソコウオノエの寄生を見つけた．上記のよう

に，キダイは北海道周辺域には分布せず，主に西

日本の日本海で漁獲される（山田ら，2007）．わ

が国で正月用食品として「鯛」は極めて重要であ

り，その需要に応えるため，キダイが山口県から

北海道旭川市まで輸送されたと考えられる．

近年，輸送技術や冷凍技術の発達によって，多

くの生鮮・冷凍魚介類が漁獲・水揚げ場所から離

れた地域に輸送されている．こうした背景により，

今回の例に加えて，サヨリヤドリムシが寄生した

千葉県産サヨリが静岡県（長澤・田和，2020），

またタイノエが寄生した新潟県産マダイが富山県

（長澤・山田，2022）で見つかっている．

本論文のはじめに記したように，ウオノエ科

等脚類は市販魚に少なからず見出されているが，

学術論文として報告された例は少ない．これは，

ウオノエ科等脚類の形態学的知見に基づいて種同

定を行える研究者がこれまでは限られ，多くは分

類研究であったため，食品衛生学的に注目されな

かったことが原因であると考えられている（長澤・

山田，2022）．しかし，近年はウオノエ科等脚類

に関心をもつ研究者が増えており，今後，水産食

品における「異物」としてのウオノエ科等脚類に

関する知見が充実することが望まれる．

最後に，北海道産ウオノエ科等脚類に関する

今後の研究に資するため，北海道産魚類から記録

されたそれら等脚類を産地・宿主・寄生部位の情

報とともに以下に示す．次の 4名義種と 1未同定

種が報告されている．

ホ ラ ア ナ ゴ エ Elthusa sacciger (Richardson, 

1909)：北海道南岸沖のホラアナゴ属の 1種

Synaphobranchus sp.の口腔，室蘭・厚岸沖産ホラ

アナゴ Synaphobranchus affinis Günther, 1877（と

もにウナギ目ホラアナゴ科）の口腔（Richardson, 

1909；椎野，1951；ともに Livoneca saccigerとし

て報告）；

オ オ エ ラ モ グ リ Elthusa raynaudii (H. Milne 

Edwards, 1840)：産地は函館（宿主・寄生部位は

未報告，Richardson, 1909；Livoneca epimerias と

して報告）；

ブリエラヌシ Mothocya parvostis Bruce, 1968：

斜里沖サンマ Cololabis saira (Brevoort, 1856)（ダ

ツ目サンマ科）の鰓腔（布村，2011）；

サヨリヤドリムシ（産地・宿主・寄生部位は

未報告，下村・布村，2010, 図 3G）；

エラヌシ属 Mothocyaの 1種：道東沖・オホー

ツク海のサンマの鰓腔（和田，1982；長澤，

1984；山口・本間，1992；「サヨリヤドリムシ

Irona melanosticta」として報告）．

わが国では，亜寒帯水域の魚類に寄生するウ

オノエ科等脚類に関心をもつ研究者がこれまでほ

とんどいなかった．このために，上記のように，

北海道におけるウオノエ科等脚類相に関する知見

は極めて限られている．今後の研究が待たれる．
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